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伊豆三宅島の貝類を1983年噴火に知る

磯部一洋(環境地質部)･正井義郎(元所員)
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1.はじめに

海岸では夏にたると海水浴客をあたかも大歓迎す

るかのように波も静かに砂浜も広カミり訪れる人の

少放い冬になると暴浪のために砂浜も削られやせ細

ると一般に言われています.また嵐の直後には大波に

よって岩礁からもぎとられた海草が浜辺を埋め尽くし

たりもします.

伊豆三宅島(第1図)の南東側にある海岸では数え

きれない程の貝類が1983年三宅島噴火後彼によって

打ち上げられていました.降灰による農作物や建築物

などの被害カミ島の南東部坪田地区に集中する一方浅

海底部では魚介･海草類の被害カミ相次ぎました･これ

らの漁業被害も降下火砕物と密接校関係カミありそうに

見えました.以下では打ち上げられた貝類だとの種

類や魚介類･海草の被害について述べることにしまし

よう.なお口絵写真では18種の貝類などとその特徴

を簡単に紹介しました.

2.噴火の経緯と降下火砕物

昭和に入り3度目の噴火が1983年!0月3目15時!8分

に雄山(第2図)の南西中腹の二男山(標高462,4m)付近

から始まりました(荒牧･早川1984).噴火の割れ目

は北東と南西方向に広がり火口は山頂方向へ1km

伸びるとともに17時10分頃には新鼻海岸付近にも火口

が開き噴火開始から約1時間50分の間に全長4kmの

割れ目が開きました(荒牧･早川･大島1984).その後

消長を繰り返し噴火は4目6時前に終了しました.

今回の噴火活動は1962(昭和37)年噴火など以前の

ものに比べ幸い短いものでした･

新津池･新鼻地域の火口鮮ではマグマ水蒸気噴火カミ

発生し多量の火山礫とち密スコリアおよび石質岩片が

放出されました(荒牧･早川1984).一方山頂寄り

の割り目からは多孔質のスコリアが放出されました.

今回の噴火によって降下した火砕物は第2図のように

島の南東部を中心に分布します(荒牧･早川1984).

また坪田地区の都道付近に積った火砕物は曽屋ほ

か(1983)により第3図の模式断面に表現されています.
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第1図伊豆三宅島の位置図
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坪田地区の陸上や浅海域で生じた被害はマグマ水蒸気

噴火に伴う粗粒で発泡度の悪く重いスコア(荒牧･早川に

よる2Pメンバｰの降下スコリア曽屋らによる第2層の火砕

物に相当)が海岸沿いに厚く降下したためです.

3･打ち上がった貝類の種類
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第2図降下火砕物の全層厚線図(mm)

荒牧･早川(1984)を一部改変､

三池港から坪田漁港にかけた南東部の海岸の多くは

後カルデラ成層火山(一色1984)に属する玄武岩質溶

岩からなる岩石海岸で砂質の礫浜は坪田漁港寄りの約

1kmの区間に限られます.この礫浜も汀線付近から

水深15m位の浅海底では溶岩に岩塊や巨礫の混じった

いわゆる岩礁地帯に水深20m付近から沖合は砂底にそ

れぞれなっています(東京都水産試験場大島分場1984)一

噴火から約5ケ月経過し筆者の一人磯部が調査した

1984年3月上旬には殻の破損の少ない無数の貝類やサ
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第3図降下火砕物の模式断面図(曽屋ほか

1985年7月号
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ンゴなどが浜に打ち上げられていまし

た.写真1で白ぼく見えるのはおぴ

ただしい貝殻です｡大部分の黒ほい堆

積物は比重2.66と重く中径4mm前

後のスコリア(磯部1985)で浅海底

に積った降下火砕物がその後に打ち上げ

られたものです.

今回採収された貝類などは全部で40

種類でそれは口絵写真･写真2および

第1表に示すように軟体動物腹足綱27

種･斧足綱8種節足動物甲殻綱1種

腔腸動物花虫綱3種辣反動物海胆綱1

種に分類されました.なお種の同

定に際しては北隆館(1947)･内海(1956)･

吉良(1959)･北隆館(1960)･波部･小

菅(1967)による図鑑を用いました.40

種のうち極めて重要な水産物であるフク

トコブシ(東京七島新聞1984c)が最も

多量に打ち上げられていました.三宅

島では坪田地区の海岸がフクトコブシ

の主要な漁場でもあったため深刻放漁

業被害に発展しました.

4｡貝類の生息衰璋

採取貝類の棲息環境を日本列島周辺海産貝類総目録

(肥後1973)によって調べました(第1表).これに

よると潮間帯ないしその付近から水深10～20mにかけ

た岩礁に付着する貝類が大部分を占め砂礫底ないし砂

底に棲息するものはヒメイナミガイとアラヌノメガイ

ぐらいです.したがって多くの貝類

などは潮間帯から水深!5m付近までに

広がる岩礁地帯に棲息していたものと思

われます.またヒメイナミガイとアラ

ヌノメガイの貝殻は水深20m付近など

の砂底から浜まで波によって運ばれて

きたのでしよう･第2図から推定して

今回のマグマ水蒸気噴火によって重いス

コリアが浅海域の岩礁地帯にも5cm

曳:魏

1■第3層

中第2層

一一第1層

���

池

前後の厚さに降下･沈積しそζに棲息

していた貝類などがへい死したものと思

われます.噴火から16～19日後までに

台風13号による暴浪などによってスコリ

アか岩礁地帯中の窪地に厚い場所で

50cm以上も掃き寄せられていました

(東京都水産試験場1983).�
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写真1坪固地区塚長沢北側の礫浜に打ち上

げられた貝殻

1984年3月4目撮影.

�
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写真2採取貝類などの写真(ほぼ実物大)

1｡ツタノハガイ2一ヨメガカサガイ3｡ウスイチモンジガイ4.コシタカサザエ5.アマオブネガイ6.マルシロネズミガイ

7｡ホジキヌクガイ(幼貝)8.ボウシュウボラ9一カンゼキボラ10.マツムシガイユ1.フトコロカイ12.ヤタテガイ

13｡クロオトメフデガイ14｡サヤカタイモガイ15一エガイ16､シロインゴガイ17.カイシアオリガイ18.ミノガイ

19.キクザルカイ20.ヒメイナミガイ21.ク1コフジツボ22.コモンサンゴ
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噴火から約6週間後に当たる11月14～20目に東京都

水産試験場大島分場によって実施された第2次の漁場調

査結果によれば水深7～15mの岩礁地帯の窪地では

島の特産物のテングサなどの海草が枯死し白色に変化

した様子が観察されています･白変部の規模から判

断し最厚1m以上も積っていたスコリアが第2次の

調査時までにさらに他の場所へ移動したとされていま

す.この調査の1週間前に小笠原諸島に大きな被害を

及ぼした台風17号の暴浪によって浅海底砂礫の移動が

大規模に発生したものでしよう.

今回採収された貝類などは宝貝と芋貝が多く造礁

サンゴも見つかりました.ヨメガカサガイとキクサノレ

ガイを除けば房総半島や紀伊半島以南の暖海に棲息す

るものぱかりです.また秋元ほか(1961)による八

丈島産の貝や杉山(1982)に記載された伊豆諸島北部産

㈲

の民との共通種の多いことカミ第1表から明らかです･

ところでリュウテンサザエは肥後(1973)によると奄

美諸島以南に東京七島新聞(1984d)によれば八丈島以

南にそれぞれ棲息する南方系統種であるとされていまし

たが三宅島にも棲息していることが今回明らかになり

ました.

5.漁業被害

1983年噴火による漁業被害については1985年4月ま

でに6回の調査が大島分場によって実施されています.

今後とも年に1･2回の割合で漁場の回復過程が追跡調

査される予定とのことです･漁業被害の特徴として

より安全な水域へ移動できた魚類の被害が極めて少なく

これに対し岩礁に付着し移動できなかった貝類･海草に

地質ニュｰス371号�
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策1表

採取貝類などの種類とその棲､寝､環境

���月目後(1973)��秋元ほか(1961)�杉山(1982)によ

和名�学夕1����こよる八丈島と�る伊豆諸島北部

��棲一巻､範囲(以南)�深度(m)�底貫�の共通種�との共通種

軟体動物腹足綱������

ツタノハガイ�Pε皿εpα童ε〃08fε〃α4oヅ㎜オ8(REEvE)�房総�湖ト10�六礁�○�○

ヨメガカサガイ�Cε〃㎝α工｡γ･砒㎜α(P｡｡｡｡)�北海道南部�潮間帯�〃�O�O

フクトコブシ�S批1c側1刎∂加εγ8オ｡olor(REEvE)�四国�湖～20�〃�○�○

ヒメクボガイ�0㎜ρゐα1{伽冊オgε〃加㎜(GMELlN)�紀伊半.ζ､言�湖間帯�･岩礫�○�○

バクシャウスガイ�Tγocゐ伽(T･och砒･)c口1㎝γ伽sSo｡｡｡｡別｡�奄美談脇�〃�岩棚1��

ウスイチモンジガイ�Tτoc^伽(T㈹cゐ閉)8口｡ε1王砒㎜㈹fαDUNKER�房総�湖～20�岩礁礫�O�○

コシタカサザエ�〃αγ刎｡γ08士｡側8fε仰｡g〃砒㎜(F工scHE艮)�〃�〃�岩礫�○�○

リュウテンサザエ�T〃ら｡ρ洲｡lα地8L1NN{�竜一美諾鳴�5～20�岩礁�○�

アマオブネガイ�η一ε〃08切1αα泌fcオ〃α(L1“{)�房総�湖～5�岩礁礫�○�○

スズメガイ�P〃08α6地が108α(DEsHAYEs)�〃�湖～10�岩倣�○�

マルシロネズミガイ�〃ε州α1オgα舌α(R{｡｡｡｡)�紀伊半島�〃�岩礫��

イボタカラガイ�S主αρ切三蜆ε皿(〃仙｡1ε〃{o)抑砒｡王ε仙3(LINN占)�〃�潮～20�岩燃�○�

=1モンダカラガイ�抄｡s〃加εγ08α(LI｡｡古)�奄美諦.1;,;�湖～10�〃�○�○

パナマルユキガイ�肋伽｡･血･榊wpε冊ff･赫曲(S｡肌｡｡｡)�房総�湖ト20�〃�○�O

ヤクシマタカラガイ�､〃血刎州｡(ルα凸fco)〃藺凸ic口ω1洲｡藺(ScHlLD駅)�〃�〃�〃�O�

クチムラサキタカラガイ�1〕o冊dα(1〕o〃α)cαγ柵εo1αLINN三�四国�〃�〃�O�O

ホジキヌクガイ�Po仰dα(〃μ8舌αρoπdα)"〃ε〃洲(LlNN{)�房総�〃�岩礫�O�O

ボウシュウボラ�Cゐ〃㎝1α･α棚αε(R｡｡｡｡)�〃�〃�〃�O�O

カンゼキボラ�C加｡oγ2ω(Tγ初1επ)あγ砒冊仰ε伽(LINK�〃�潮～10�岩礁�O�

マツムシガイ�P〃ε冊虐三e5切出蜆口τ三〇～'e仙直(GmFFlTHetPID0量0N)�〃�潮～20�〃�O�

フトコロカイ�五砒ρ〃｡α"εγ8;coloヅ(SowE艮BY)�〃�〃�〃��○

ツノキガイ�P1ε伽｡ρ1ocα81α凸γαDUNKER�紀伊半島�湖ト50�〃��

ヤタテガイ�Slγ18α舳α･㎝刎α1α(GM｡｡i｡)�房総�潮～20�岩礫��

クロオトメフテ“ガイ�P刎s{α刎{cγozoれ{αs(LAMARcK)�紀伊半島�〃�〃��

イボシマイモガイ�Wγ帥｡o冊伽156拙洲(BRUGUIERE)�房総�〃�岩礁�O�

サヤカタイモガイ�7かγoco冊刎sナ砒18ε毒γ刎刎(SowERBY)�〃�〃�〃�O�○

マダライモガイ�巧〃｡c㎝側8εあαε洲LiNN占�紀伊半島�〃�〃�○�

軟体動物斧足綱������

エガイ�石α砧α"α(λあαγあα打α)1加㎜(REEvE)�房総�〃�〃�○�

シロインゴガイ�Sεpげ〃(Sερげεγ)επc{舳s(W工EGMANN�紀伊半臨�〃�〃��

リュウキュウヒバリガイ�〃｡由｡1洲(〃｡出｡1砒8)ρ1砒伽εscε伽(DUNK駅�〃�〃�〃��

カイシアオリガイ�∫8080舳㎜(∫50go冊仙㎜)伽鮒舳が口〃3〔RδDING〕�〃�潮間帯�岩礁礫��

ミノガイ�工{伽αsowγあψOYAMA�房総�潮～20�岩礫�○�

キクザルカイ�Cゐα㎜α(Cゐα㎜)γε〃ε"αREEvE�陸奥湾�潮～100�岩礁�O�

ヒメイナミガイ�Gα介〃〃伽出5ρεγ(DILLwYN)�房総�潮～20�砂礫��

アラヌノメガイ�P施〃g1砂ρταre打｡仙1α舌α(L1NN舌)�紀伊半臨�〃�砂�○�

節足動物甲殻縄������

クロフジツボ�Tαrαc1〃α8榊α㎜08αプαρo加｡αP工Ls駅Y�����

腔腸動物花虫網������

アワサンゴ�〃砂εoρorα"ε〃舳加仰αD蛆NA�����

キクメイシ�亙α･地8ρ㏄f08αDA･A�����

コモシサンゴ�〃｡刎ψoγα∫o1{08α(PALLAs)�����

鮫皮動物海胆網������

タマゴウニ�Ec加皿｡㎜ε砒sc〃｡108五〇㎜佃8LEsKE�����

太字の和名は口絵写真に掲載された種です｡
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被害が集中するようです.

新しい溶岩の一部が流下したミズカェシ(粟辺の浜)

や環状火砕丘の形成された新鼻付近の水深30m位までの

海底は溶岩や火砕物によって厚く覆われイセエビな

どの好漁場は全滅しました(東京都水産試験場1983).

しかも新鼻から龍根の浜にかけた南部の海岸では新

しい海浜堆積物が多量に生産され埋積が著しかったた

め貝殻を見つけることもできませんでした.

重いスコリアの降下した南東部にある坪日ヨ地区の浅海

底でも既に述べたとおり噴火直後にフクトコブシが大

被害を受けスコリアの厚く沈積した窪地などではテ

ングサが大量に枯死しました･噴火後には降雨が度々

あり特に11月19目前後には174m㎜の降水量も記録さ

れましたがスコリアなどの土砂流出は大規模には発生

しませんでした(池谷･水山1984).幸い南東部の漁

場回復は新鼻付近に比べてより速いであろうとされて

います.

新島以北では水揚量の多いアワビ(東京七島新聞1984

b)か三宅島のいずれの海岸でも噴火後に打ち上げられ

ていませんでした･これは最近伊豆諸島南部の八丈

島同様三宅島にもアワビが棲息しないためでしよう.

またイセエビもほとんど打ち上げられていませんでし

たがイセエビがより安全な隠れ場所へ移動でき降灰

による被害から免れたためかもわかりません.

6.おわりに

貝類などの生態系カミ種く短時間の噴火によって完全

に破壊されたりまたは大きく乱されたりし以前のよ

うな生態系に戻るのにはか狂りの時間を要するものと

思われます.1962年三宅島噴火の場合5年以上を要

したと言われています(東京都水産試験場1983).農林

水産関係に極めて深刻校被害を及ぼした噴火ではあるが

三宅島産の貝類などを浜において容易に採取することカミ

できました･伊豆諸島には約1500種もの貝類カミ棲息

すると言われ(東京七島新聞1984a)今回採取された

ものはその極く一部に過ぎません.今後三宅島にお

いても貝類の詳細放調査が実施されれば黒潮の海に棲

む美しく珍しい貝類も見つかることでしよう.

本稿の作成に当たり東京都労働経済局農林水産部水

産課･水産試験場大島分場および東京七島新聞社からは

資料の提供を受けました.また貝類の同定結果は鳥

羽水族館大山桂氏ならびに国立科学博物館藤山家徳氏

にご検討をお願いしさらに坂本亨地質標本課長には

貝類についてご教示を頂きました.ここに謝意を表し

ます.
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付記

三宅島1983年噴火による被害状況と復旧過程については須

藤茂著r三宅島噴火から1年｣本誌370号に詳しく述べられ

ています.なお東京都の調べでは水産被害総額は248,129

(千円)です.
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